
新雪の池田家



年
頭
に
あ
た
って

七
尾
市
文
化
協
会

会　
長　

武
元
文
平

　

平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

旧
年
中
は
、
当
文
化
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
、
七
尾
市
文
化
協
会
の
新
春
の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

芸
能

・
美
術

・
文
芸
な
ど
約
五
十
団
体
二
百
人
が
参
加
さ
れ
、

今
年
一
年
各
分
野
で
の
活
動
に
一
層
精
進
し
飛
躍
す
る
こ
と
を

期
し
ま
し
た
。
又
、
新
春
の
集
い
に
先
立
ち
、
七
尾
市
文
化
協

会
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
六
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
地
域
の
文
化
振
興
及
び
発

展
の
た
め
、
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
ご
功
績
に
対

し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
文
化
協
会
で
は
、
本
年
も
七
尾
が
生
ん
だ
文
化
人
を

誇
り
と
し
、
学
び
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
多
く
の
文
化
事

業
を
す
す
め
創
造
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
く
三
月

に
本
年
度
・
事
業
の
ま
と
め
と
し
て
第
四
十
回
市
民
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
洋
楽
・
邦
楽
の
両
部
門
が
隔

年
交
互
に
行
い
、
今
回
は
洋
楽
部
門
が
担
当
し
ま
す
。
ご
来
場

の
皆
様
に
は
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
そ
し
て
心
和
ま
せ
る
音
楽
を

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
文
化
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
や
団
体
で
の
ご
活
動
に
一

層
精
進
さ
れ
、
薫
り
高
い
文
化
の
町
づ
く
り
、
七
尾
の
文
化
振

興
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
て
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会長挨拶　　武元　文平 会長

来賓祝辞　　衆議院議員

　　　　　　近藤　和也 様

　　　　　　石川県議会議員

　　　　　　和田内幸三 様

　　　　　　石川県議会議員
　　　　　　西田　昭二 様　

祝　賀　舞　　鈴英会　花柳　徳弥

乾　　杯　　七尾市議会議長

　　　　　　石川　邦彦 様

祝　　宴　　・七尾民謡会
　　　　　　・鈴　英　会
　　　　　　・静山流　工口静蓉月社中
　　　　　　・七尾まだら

中　締　め　　小田　禎彦 副会長

閉会挨拶　　橋元　道彦 理事長

七尾市文化協会賞表彰式 ・新春の集い

－ 2 －

　　　　　と　き　平成 24 年１月７日（土）
　　　　　ところ　和倉温泉　あえの風

受
賞
記
念
撮
影

新
春
の
つ
ど
い
全
景

静山流工口静蓉月社中 鈴英会 七尾民謡会



七
尾
市
文
化
協
会
賞
【
文
化
賞
】

柿か
き
し
ま島 

貫つ
ら
ゆ
き之  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
俳
文
学
協
会 

　

「
石
川
県
俳
句
大
会
」
や
「
七
尾
流

雲
句
会
」
の
創
設
発
起
人
、
「
び
わ
ん

句
会
」
の
初
代
代
表
と
し
て
、
多
く

の
大
会
の
開
催
に
尽
力
。
ま
た
、
句

集
「
鰤
起
こ
し
」
を
編
集
上
梓
し
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
、
選
者
と
し
て
活

躍
、
地
域
の
俳
文
学
の
発
展
に
寄
与
。

中な
か
む
ら村 

昭
し
ょ
う
ほ
う鵬  

さ
ん

　

［
所
属
］
一
聖
会 

　

「
一
聖
会
」
の
立
ち
上
げ
に
奔
走
し
、

会
の
運
営
に
尽
力
す
る
な
ど
、
七
尾

市
の
書
道
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

　

ま
た
、
幾
多
の
展
覧
会
で
顕
著
な

受
賞
を
重
ね
、「
七
尾
美
術
作
家
協
会
」

会
員
と
し
て
「
七
尾
市
美
術
展
覧
会
」

で
要
職
を
務
め
活
躍
。

橋は
し
も
と本 

幸こ
う
て
つ哲  

さ
ん

　

［
所
属
］
中
島
水
墨
画
教
室 

　

全
国
立
鼎
社
水
墨
画
協
会
展
や
日

中
水
墨
画
協
会
展
な
ど
全
国
幾
多
の

水
墨
画
展
覧
会
で
、
顕
著
な
受
賞
歴

を
持
つ
。

　

ま
た
、
水
墨
画
講
師
と
し
て
実
技

指
導
に
あ
た
り
、
児
童
か
ら
年
配
者

ま
で
幅
広
く
、
地
域
の
水
墨
画
に
携

わ
る
人
材
育
成
に
貢
献
。

鳥と
り
は
た畑 

望
ぼ
う
し
ゅ
う州  

さ
ん

　

［
所
属
］
石
川
一
東
書
道
会 

　

全
国
の
展
覧
会
に
出
展
参
加
し
、

読
売
書
法
展
や
石
川
県
現
代
美
術
展

な
ど
で
、
多
く
の
受
賞
歴
を
持
つ
。

　

ま
た
、
「
一
東
書
道
会
」
「
石
川
一

東
書
道
会
」
で
要
職
を
務
め
、
会
の

発
展
や
後
進
の
育
成
に
尽
力
。
書
道

教
室
を
開
設
し
、
地
域
の
書
道
発
展

に
寄
与
。

山や
ま
ざ
き崎 

国く
に

枝え

子こ  

さ
ん

　

［
所
属
］
澪
短
歌
会 

　

「
澪
短
歌
会
」
を
主
宰
し
、
歌
誌
「
澪
」

を
創
刊
す
る
な
ど
創
作
活
動
を
続
け
、

石
川
県
歌
人
協
会
に
お
い
て
は
重
責

を
果
た
し
、
幾
多
の
選
者
を
長
年
務

め
、
地
域
に
貢
献
。

　

ま
た
、
多
方
面
で
講
師
と
し
て
指

導
に
努
め
、
短
歌
の
振
興
発
展
に
寄

与
。 寺て

ら
も
と本 

白は
く
よ
う葉  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
美
術
作
家
協
会 

　

書
道
家
と
し
て
全
国
的
に
活
躍
、

幾
多
の
展
覧
会
で
顕
著
な
受
賞
の
実

績
を
持
つ
。

　

ま
た
、
「
七
尾
美
術
作
家
協
会
」
で

は
、
中
心
的
指
導
者
と
し
て
要
職
を

務
め
、
「
一
東
書
道
会
」
「
石
川
一
東

書
道
会
」
で
も
重
責
を
果
た
し
、
書

道
文
化
の
普
及
発
展
に
寄
与
。

平
成
二
十
三
年
度

－ 3 －

第40回 七尾市民音楽祭 
春を待つ能登の里山里海を奏でる♪
開催日　　平成24年３月18日（日）
時　間　　12：30 開場　13：00 開演
場　所　　七尾サンライフプラザ　大ホール
入場料　　前売り　500円　　当日券　600円

【出演団体名】（コラボ演奏あり）
七尾豊年太鼓保存会、田鶴浜曳山木やり太鼓保存会、七尾太鼓打連盟
琴城流大正琴能登琴静支部「響」、琴城流大正琴なな華
七尾吹奏楽団、７０ラブサウンズ、５０２（バンド）、俊友会合唱団
女声合唱団 “ドルチェ・ママ”、能登ピアノレスナー会、ルビーフォーク（ダンス）
中島町フォークダンスサークル、古典フラ プアリリ

■主催／七尾市文化協会　■共催／七尾市
■主管／七尾市文化協会音楽部門市民音楽祭実行委員会

ゲスト出演
・本宮保育園
・オルビスななお
・アルモニー♪
　フルートアンサンブル
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事　業　名 日　　　時 主催者・会場名 内　　　　容

こういう作品
あるんです
～ 20年のあゆみ～

2011年11月12日(土)～
2012年4月22日
9：00～ 16：30
(入館は16：00まで)

主催　七尾市
　　　(財)能登島ガラス

美術館振興財団
会場　石川県能登島ガラ

ス美術館

　現代ガラスアートの楽しみ方をテーマに、近年新たに所蔵し
た作品をご紹介します。
入場料／個人800円・中学生以下無料
84－1175
石川県能登島ガラス美術館

冬の所蔵品展

2011年12月23日（金・祝）
～2012年2月12日（日）
9：00～ 17：00
(入館は16：30まで)

主催：七尾市・財団法人
七尾美術館

会場：石川県七尾美術館

　「池田コレクション」など当館所蔵品より「池田コレクショ
ン～茶道美術品を中心に～」及び「～魅力的な女性たち～」の
２テーマで絵画・彫刻・工芸など計61点を紹介。また長谷川等
伯関連資料として「複製松林図屏風」を特別展示。
入場料／大人350円、大高生280円、中学生以下無料
53－1500　石川県七尾美術館

七尾茶道会　月釜

2月26日（日）
8：30～ 15：00

主催　七尾茶道会
会場　本龍寺(郡町)

　春立ったとは申せお寒うございますが、暖かくしてご参席を
お待ち致しております。
　駐車場は山王神社駐車場をご利用下さい。
茶会料／ 1,500円　　52-5999　土田　宗友

本咲き雪割草銘品展

3月3日(土)
～ 3月4日(日)
9：00～ 17：00

主催　七尾山草会
会場　能登食祭市場
　　　1階モントレーホー

ル

　会員の愛培してきた、雪割草の展示と苗の販売。
入場料／無料
57-2023　垣内フラワー

七尾茶道会　月釜

3月18日（日）
9：00～ 15：00

主催　七尾茶道会
会場　本龍寺(郡町)

　春とはいえ、まだ肌寒い日が続いております。この度当番を
お受けしました。誠にお見苦しいことと存じますが、お薄一服
皆様と共に楽しみたいと願っております。社中一同お待ち申し
ております。
茶会料／ 1,500円　　 57-1377　宮森　宗紅

いけばな池坊550年祭
第12回華道池坊七尾連
合会華展

6月9日（土）
～6月10日（日）
10：00～ 17：00

主催　華道池坊七尾連合
会

会場　フォーラム七尾
　　　大ホール

　いけばな池坊の伝統から現代、自由花など日頃の研鑚の成果
を披露する「第12回華道池坊七尾連合会華展」です。美と感性
を競う作品を展示し、市民の方々に楽しんでいただきたい。児
童にも出瓶の協力をお願いし、伸びのびした作品を楽しんでい
ただきたい。
入場料／無料　　　　57-3382　島崎　隆楓

第26号 2012.2イベント情報

池田家池田家（七尾市文化協会事務局）（七尾市文化協会事務局）の紹介の紹介  ………………………
　平成６年４月、池田家のご厚意により「文化的事業」の目的で使用する公共施設として七尾市が無償でお借りし、

七尾市文化協会に管理を委託しています。敷地内には七尾市文化協会の他、七尾こども劇場及び七尾演劇鑑賞会事務

局が置かれ、役員会などの諸会合や所属団体の活動に利用されております。池田家は数
す

寄
き

屋
や

造りの茶室、書
しょ

院
いん

造
づくり

の座

敷になっており、木造建築の粋を尽くした建物です。また、庭はラカンマキを主木とし、青々とした苔に覆われた

市
しちゅう

中山
さんきょ

居を楽しめる風格があります。

七尾市文化協会　事務局：火～土曜日　8:30 ～ 17:15
七尾市本府中町モ64
電話番号 0767-53-0596　FAX 0767-54-8550

矢田郷

わ
か
ば
の
里

七
尾
市
役
所

園
芸
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リー

七尾府中
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